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針!1St討材の外傷垂ij'í1主jlJ行持l土，多くは同心円:伏に符、然して訓列しているので--見して京協の樹脂満と

区別しやすL 、 c しかしたがら， Record によれば，外似樹脂蒋の中には.特に長さがtIT くて，所々に緊縮部

のある形態をしたものポあり，しばしば Resin cysts と呼ばれており， Abies , Tsuga , Sequoia 等の樹

材にと1:ずる場合が知られている。金平氏もこれを引用仏教しているが，わが国においては，まだこのよう

な組織の発見されたことを聞かない。

筆者は昭和 28 年に樹種鑑定の依願を受けたモ T の床板片にp この Resin cysts と党しいものを発見

したが，これは木材のfM種~'~定J-:ì Llますべき存在であることを感じたので，その詳しい訳設を得るため，

泊去の文献の ~~)I改と H~{令しながら郁々と比il攻観察制査を行った そのお!i来なお二，三未知の点もあり，い

ろいろ興味ある li !jj包も伐されているようなので， i"i' iかな試料による研究結果ではあるが，それらの点に関

して報告するものである u 実際この和紘のようにp 偶発的に出現するものについての研究ば，観察試料な

どの ilii];f(，、]を交げやすしなかなヵ、徹底した究明はなしがたい場合が多いしそれは辺去における文献にみても

うなず力、れる乙ころである n 筆者のこの成果もまたその例力、ム洩れるものではない L しかしながら，この

ような断内1りな成果でも，それら幾多の集積uこまてばJ やがてはぞの全貌を切らカるにできるものであるこ

とを信じ，あえて公2たした次第である

この研究報;与のとりまとめに際しいろいろ御折導と御使J'Cをいただいた東京大学'の猪熊教授および l:ト

t也教官に対し， また終始1研日肝f究を十筏笈B即助UJ して下さつTたこ当木材f組羽澗織t討{i昨}庁f究g室三の1須i民1川按，ド山臼f立諮F主.びにF

訟謝.f-守すF る O 

I 材料および観察の方法

観察材料は鑑定のイiç4[1をうけたほぼ『↑J II cm，厚さ 2.5cm，長さ 60cm のそそ (Abies j irrna S.et 

Z.) の床板バーであるにこの資材は，鑑定依il日者がある木材尚より長野県産のモミ材として納入されたもの

といわれる。

その観察ブf訟は，肉眼的性質については 10 倍程度のルーペで観察し，顕微鏡的性質の究明は主として

一般的方法によったc ただし，その中で特に分布状態の観察と縦方向の長さの測定は，ょのような方法iこ

ょった。

1. 分布状態の観察

試材を長さの方向に 3cm あてに鋸断して 10 コをとり 3 その 3cm ごとの横断面をよく鈎削し，この

聞における分布状態を観察調査した。

2. 長さの測定

このような事ι織の長さについて，厳正な測定値を求めることは容易なわぎではないが，この研究では次

(1) 木材開f材料科組織研究室



154 ー 休業式!州引川ヲ1:'fIi行第 77 サ

のような似決によった

まず，分布:閃湿の M1祭にイ!ーした試料の 1千々に~)，、て長さを ;!liJ犯し，次にこれらの r 1:' rn: i "i[í を|抗Wr し，上 lご

の j'! ，j回TILLÎケよく飽1"jIJ し， JL ーペを )11 ，、てその[(!Îを !r'tJi[lIj-J-る=そして Resin cysts のr'L\ J司の関係f内部11が同

ーと推氾されるもの f土， -，--円、 1I述j売した同-i:日制のものと見/王し.での';ií(立の縦断切 1- 1-っ':;Cミクロトーム:こ

て作製し，その卜Jドj，r.j切片に 1m見したこの組織の長さの ii[lJ定的のお1iこ，鋸断および飽内IJ:ニよる分涜りを求め

て加え.これを全長として'惇でした さらに1油断Tirî:.:. おける形態川性質を削然し Jこ I;?'~:こ，数多のきクトー

ムによる iili続切片を (~):~í~ したが，この式1ド|より明確!こ完全なる 1 コの相川としての形状を H えているもの

も， Jlíi.りあげて長さの üliJ'古河料に JJffえたu

111 観察結果

1.分布

分布状態の制察試料，すなわち供試材料の長さ 3cm ごとの横断匝iにおける Resin cysts の分布状恐

竜f示せば Fig. 1 のごとくである これは，件試料のi折田i写真日こ，ルーペ[こて閥iIliJ した関係iYJ r' liJj! 位;位

、会プロットし7ニもので ;_j;y ろ。

これによれば，その分布ははなはだ行規則lで，r'lI引数もー般の仏HlJ filiVjにくらべいたって少ない 単独で

あるか，あるいは 2~2&コあて切線方向に近探して存在するものが多い J また， rリ?によっては」般の外傷

樹脂詳のごとく óy愉?こ平 il'に多数迎統して存するものもある υ 主として秒、材出に出現するが，しばし(町三

輪県，すなわち春秋iif.jH;'\iíi':' ま fニ/メっているものもあり，稀には春材fíi):こも出現ずる ニの図で!土明らか

でないが， 祈所の {I'.iti首の T)，村 mvこおいてド愉;こJド行iこ，一般の秋材 f11S とは活色を%:'こした~n~:去の百五{立が

あって，その ;'\il 位に多くのr'I \JJÎをみるニとは発生I 'I'Jに ;ì，立すべきことであるの

2. 長さ

厳Eなる illlJ定úrlを示しflJないこと::1:，その観察方法よりして当然のことであるが，その結果は最小 0.2

1111TI，段犬 10.0 mm で，3~6mm くらいのものが最も多かった しかしながら，二れらのうちにはきタ

ロトームによる連続切片ーによって求められたものがあり，それb のものほ厳王な長さをあらわしていると

いってよし両者の測定結朱・を対照してみても， J、u今の ii!U宗{ir引土，この試料における長さの組問を示して

いるものとユ与えられる υ

3 , 額微鏡的性質

a. t/r't断「日

この間rPliVこおける個々の形態:1 Picea, Larix, Pseudotsuga 等の'j[常j'itjfJ日蒋に酷似しており， そのエ

ピセリウムは厚膜で内部に突出したものもあるコまた，所々に!認脂様の物質を含有した厚模のタイロソイ

ドの発注がみられる (Fig. 2)日放射方向の直径は 30~135 tん切線方向の直径は 35~205μ の範萄にあ

るが，両方向の径とも大体 90~100μ くらいのものが普通のようである しかしながら" cysts のと F末

端の緊縮部伎のものと思われるものは，エヒ。セリウムの発注が不完全で，その径も 15μ 以下のものがあっ

た。また，分布状態の~H~述で指Jri;jした秋材部における色沢を兵、こした布状の部分ほ Fig.3 にみられるご

としいちど秋材化が進んだ後.或る期間再ひ、その細胞の大さを増大した部位であることが観察される

b. 径断面

この断面においては Fig.4 にみられるごとしその名称に最もふさわしい形状をしている J すなわち，
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主として射川線と交叉するところで緊縮して:わり，そのために水平方向に走っている射i'!:\線と射Wff*の問

に l ゴの cyst 状の組織を形成し，これらが垂直方向:こ相運続してこの和統の実体を構成したごとき1'1，1を

果している"エピセリウムは細長く，内院には|、I1塊状の粒jD i'li，òR物穴を貯えているものが多い また，射w

線細胞中に存在しているものと同様の結晶を包蔵している細胞もある「さらに Fig.5 のごとし毛の内

)佳一'杯、にタイロソイドで弘充されにものもある色

c. ifi此!研而[

多くは細長いj湾l強として存在するが，所々蒋内を水平方向に貫通している射止\<<;泉純/J包列の介在する部分

において，その滞隙が狭ばめられ不誌な形状を旦しているミまだ，隣接して存在するものの利下L!:~において

は，分岐したり，戎い(土接合したりする関係にあるものが多いように観察される (Fig. 6) , この関係は

もYil1Jí'n'LÎにおける連続切!'iーの ÎJJ)祭によってもうかがし、知ることができる (Fig. 7. 8)" エピセリウムの形状

は径断聞と大.~l~~;工ないコさらにこの断面のミクロト{ムの連続切片徳!祭rþ ，たまたま仮導管の細胞間際lこ

発泣したIJ彰Æ状の巨細胞のごときもの (Fig. 9) および射U\級事IUII包より分化したとおもわれる 1 ゴの大き

'"\a~状の細胞を形成せるもの (Fig. 10) がIl\現した J

W 考察

筆者が参照した文献は， きわめて問ヵ、であるが， ーれらの文献、の記載と本間察結果:とを比較検討すれ

ば，次のようなことが考察されるハ

まず Resin cysts の性栴についてみるに Recordり は， Resin cysts i土非常に短い管状の細胞ilil際蒋

で，通常 Sequoia， Tsuga, Abies i こ l日現し，縦方向に連続しているが，多くの緊柏市がある l，~，f， で，疋~~.

の樹脂滞と異なると定~:~つ'けており p わが国においても令平氏2) がこれを引用記載しているこじ土，まえ

がきに}氾したとおりである さらに Recordのはp 怒れ、外傷樹脂蒋ばしばしば Resin cysts と呼ばれてし、

るが ， Pinus 以外の制材の細胞í:SJi~に j!''i JJY:される TE泊丞Ti'!:l胡町蒋は，往々 tli~のもののごとく見えるもの

もあるが，いずれもその実体は Resin cysts が連続したものであるとも記述している このことは:~谷

氏りの著書r[-，に与 [)IJ されているーまた ]onse5 ) !土針棋倒の多くのE誌の間付には傷11 'Jの刺践によって Uesin

canals 或し、は Resin cysts ぷ出頭することぷあるが， cysts (1 canals にJt し，より初歩の未発I主のもの

で，かつより長さの限定されたものであるとしている J また，幾つかの cysts が総合して ìlli:;，ょしたj邸宅を形

成することがあるが，その場合は多くの収梢.ì'~i~を有しており，これ:土そのi花氏単位であるところの各 cyst

の境界を示しているものであって，このような状況のもとにある Resin cysts は IEおの樹脂lt'lÍ= iこ f拾似

していると己j放し ， Cedrus , Abies , Sequoia などの fjlJをあげている ]ones はまた ]effrey は Abies お

よび Sequoia の二次材に生ずるすべての Resin passage は外傷，'1')特性で病埋学的なものと考えていると

しており，さらに Penhallow は，かつて Sequoia の二次材に生ずる Resin cysts はlE1~i工ものでJ土な

いかとの考えを表明し，持、ここれについて論議しているが.現今ではこれも病理学的な構造のものである

と一般に認められ ζいるとったえているコ

これらの文献の記載と照合してみるに，筆者の発見したものもこの範ちゅう以外のものでないと考えら

れる υ 以ドやや詳細な点に関して考察をすすめてみようこ

まずここで特にi主立を換起しておきたいことは，針葉樹材iこ出現する外傷樹脂蒋の排列形態についてで

ある。従来これらのものは山、ずれも横断面において，年輪と同心円状に長く連続して排列しているものの
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ようにー般に認識されてきたが，実際には，この試料におけるごとし単砂であるか，または 2~数コの

限度で切線方向に隣段して出芳けーるものも比較的多く存在するのではないカ‘主おもわれる点である

なんとなれば， 筆者ばその後，シラベ (Abies V騁cl琩 LrNDT,) のはにも同様のものを発見している

し，さらに Penhal10wめが指摘してその訂Eを要求している Prantl7) の“most Abietineae" のなかで

Pseudotsuga, Picea, Larix, Pinus の 4 属と，そのほかに Abies firma にも樹脂溝 (Resin passages) 

が出現するもの乙した別措についても， その誤りのもとをI正せば， おそらく， 上記のような排列形態を

した外傷樹脂蒋の顕微鏡ドにおける局部内観察15操の21 1認によるものと考えられるのであって，これらの

ものは，同心円状の排列形態のものに比し，一層発見され矧L、ものである点などより推して，発見例にJ七

し，はるかに多く実在するものと信じられるからである。

つぎに Record が Pinus 以外の垂直樹脂溝は，いずれも Resin cysts の縦方向に連続したものである

と記載している点についてみるに，筆者は未だこの現象をT(~i;恕しておらず，甚だ興味を感じたので，ェグ

マツ (Picea jezoensis (S. et Z.) CARR.)，カラマヅ (Larix leρtoleρis (S. et Z.) GOUJ)ON) , トガ

サワラ (Pseudotsuga jaρonica (SIlmASAWA) BEI呂田N.) 等についてあらたに蝕断面のき F ロト{ムの連

続切片を作製して追試してみたコその結果，この記載の妥当であることを硲認することができたc

すなわち，これらの樹;j;jの垂直間脂溝はp 樹休の成長.ìI&仰において，不規則な cysts 状の組織が， ].lX 

る時期には単ー状であり，或るときには分岐したり，合体したりしているが，幾度かこの関係のがj長をく

り返しながら縦万向に長く連続したもので，やはりこの組仙と利l長方向の交叉する射出線組紬はp いたる

とこるでこの組臓を貫通しており，また水平樹脂溝としばしば迅絡しているものが存在し，いよ L 、よその

形態を複雑化している。しかしながら，これらの樹脂瀞といえど，成長とともに無制限に縦方向に連続し

て仲長をつづけてゆくものではないし 筆者はエゾマヅの材に 5~6cm 位まで連続しているものを見出し

ているが，一般にはそれより短い筑間内で，発生から消滅までのーiJd松をおわるものが多いように制察さ

れるご

ー度上述のごとき性状のものであるとの認識を得れば，そ製剤i なる縦方向の形態的性質のほんの 1 コマを

示しているにすぎない横断面においても.単独のものカ込ら 2~数コの範囲にわたり切線方向に隣接して出

現ずる関係や，その院隙の大きさ形状と構成細胞の状態などのまちまちである事情もなるほどとうなづけ

てくる。また，この断面では，多少分離した独立のもののように凶祭されるものの中にも， -lJJ線方向のF付近の

ものより分校したものの存在が考えられたりもする}君主紅側日間抑lFifiJJにおける績の接合関係は，正%と外

傷のものとを問わず，はとんどが切線方向にかぎられておることは興味ある点で，筆者l土米だと|土径方向に

接合のものはハリモミ (Picea ρolita (S. et Z.) CAltH.)の-材にその-f71J(Fig. 11) をみているにすぎない。

要するに， これらの垂直樹脂瀞は Record の記載のとおり Resin cysts の縦方向に連続したものとい

っても全く地言ではなく， Pinus のものとは大いにその趣を異にしている ι したがって， これを本議察

結来と j右ífi交してみると，両者の問におけ~る同 ì'\ili~l'j形態については甚だ近似点、が多く，特に横断面における

個々の形態についてその感が探い、 7こだ，これを全般的にみれば， Resin cysts は縦方向に連続する長さ

が甚だ短いこと，その出現数がきわめて少なく泊、つ不規則に分布し，そのタイロゾイドは比較的厚膜であ

る点、などで相違しているこ

つぎにL 、ま両者の相違点としてあげた Resin cysts の長さについてみるに， Record は時に外傷樹脂蒋

のうち特に長さの短いものと抽象的にわrïlÍ放しているが，実際に樹脂溝のごときものの長さを測定すること
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は主F必なわざではなく，筆者(主祭聞にして未だその実iWJU(をむ諒した文献のあることを聞かない。まだ，外

傷村IjD~ 7rII:H ;l、正常樹脂ìi\'Fこ比べ，長さの短いものであるということは一般に認識されておるが，やはり数他

的資料にな乏しい この槻察官古来では O.2~lü.Omm の範íljJの長さにあって(ただし， 1.5 cm 1-)，、上の長

さのものと抱定される'試料があった) 3~Gmm I立のものが最も多かつ Jこv しカ i し，その中には 1 コの

Cy5t状の組織だけでおわっているものもあったがp 多く;工縦方向に述抗したものであって，すでに笑託さ

れたごとし Pinlls 以外の疋常塁打樹脂蒋は Resin cy5ts の fミく直読したものであると言っても， Record 

の Resin cysts という名粕主 p てのような~p-位知識:こ与えられたものではなく，その連批した長さが

特に短いものへの用語で，やはりその長さの阪皮が問題となってくる しかしながら，さきにjぶした]nse

のJU救からもうかがえるとおり， まに， この試料lιよ斗J出上ιlr硯J見1のもののごと" '一見I正lE:?沼常2吉'の1荒hιfιl問1問日f蒋f痔写に酷!似以し

たJ形1予玖王免j態1芯B川

があるもののよ 'j;'にこ:忍;者考号号.察される O

」えが国産のモミ (Abies flrm'l S. et z.) 1'1 に出現の例は，すでl ニ R巴nhallowú) によって r，~，1没されてい

たが， そのものは J般の外傷倒的滞のごとく同心19状に長く援読した排列型のもので， ての ilJ rJ1の部伎

は， Tx材部よりの春材郊で，本 i[~祭1iT占来には，これといろいろ相違した点が見出さ hj乙

flJill. IBr商のJ主読切片部察中，たまたま Fig.7 および Fig.8 のご乙きものが品現したが，これ。つな Resin

cystδ の初期の未発注でおわったものとも考えられるが，これだけの資料では断定できなL 、つまた，連続切

片の調査により，この組織の起淑[土木柔細胞 (Fig. 1のあるいは射]j線細胞 (Fig. 13) にあるように iif1

察される。

Fig.3 に見られるごとく，この弐i付にほ所々にー皮秋材化が進んだ後， FJび細胞の増大をきたした'lr

状の ;~ij位があり，その部{立に多くこの組織の出現をみることは，発生と関係があるようで注目すべき点、で

ある。

最近 Sternづ)(1帝国 1)包 iUJ隙の種閣の}出liX líl ITlhこついて，その硫一方法を企図 L ・弘害震をもIL 示しているの

ミれによれば，細胞ntJ:郊の形状とその内容物の有無および成分によって分鎖しているが，木付 l識別学上に

おいては，それらの性質のほかに特に発112C戸川jな '1" t'I空を無侃て、きないニとを附言しておく

V むすび

1. 木骨iflfl主，昭和 28 ;f) 当;切で樹極鑑定の(交付iを交付ーたモ T 材:-=- I~esin cysts と I呼ばれる組織を発

見し，種々'11'1，)祭調査した結果，この組仙の発見はわ，ぷ国において i主 p これが最初]のもののようであ 'J ，一

般にはほとんど認殺されてい ïs:. いようなので， r~e.:)in cysts に判ずる J資制を提供し，そのlポ!訟を広める

ためにとりまとめたものであるニ

2. この組織についての研究は，国外においてはすでに幾多の人;こよって行われ，わが国産のモミ材に

出現の例も Penhallow iこよって記載されているが，これと比絞して，その排列形態およびその出現部位

に未記載な点があるョさらに甚だ粗雑な方法ではあるが，その様析函における分布状態を図示L.さらに

長さの実JJliJ債を求めて，数値的概念を得る資料としたc

3. -;j;ご試料にお;ナるごとく Resin cysts の中には， 一般の外傷樹脂蒋の排列型とは異なる単独また!土

2~数ゴの範囲で官民泉方向:こ並列するものが比較泊多く出現するもののようであるが，これらのものは，

その償断面における局部約形態は Pinus 以外の正治垂直1樹脂蒋と全く区別のつかないものが多く，針葉
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粒!)i:;JFf't別上特に j主15、を要する。

4. Resin cysts という名称は，このほかのものにも HJ'-' 、られているじ例えば Brawn ， Panshinll ) 等は

Black fly の幼虫のl食害によって生ずる Mangot chamber 或いは Black streak を構成する組織に附随

して生ずる細胞閉院にこの名称を用い，また佐藤氏10)は松脂採収の指íìi主をはかる手法によって生ずる傷痕

組織の樹脂裂に Pitch pocket とこの Resin cystsをあてている υ しかして，それらの用語の当否は別と

して，ヌド報告の Resin cysts は Record や Jonse のいうようなもので，上述のものとは，そのililiを異に

している。
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Explanation of plates (図版説明)

Plate 1 

Fig. 1. The distribution of resin cysts in cross section. 

横断聞における Resin cysts の分布状態

Plate 2 

Fig. 2. A cross section of two resin cysts. The 1巴ft one is occluded with thick walled 

tylosoids, and the right one has an epithelium which prcjects into the cavity. 

Plate 3 

横断lliiにおける形態ν 左は厚膜のタイロゾイ l、でJUj;充されたもの，右は内院に:突出し心分

泌細胞を有するものJ

:3. A cross section covering two summer wood zones , each of which containing a 

tangential band of coarser tissue which is ofte口 associated with resin cysts as is 

seeロ in the pictllre. 

ðYi断Iúl;-:. おいて Resin cysts のしばしば出現寸る[火村部の異状組織市(ー皮秒、材化が進

んだ後，ふたたび細胞の大きさを増した山，1;位J

4. A radial sectional view of resin cyst. 

径四一「閣における形態

5. The occlusion of tylosoids as seen in th巴 radial section. 

タイロゾイドで閉塞されている径l節団の状態一

Fig. 6. A tangential section of resin cysts showing their fusion and diversion. 

白血断聞において後来|じな形態をなせるもにコ L接合したり分仮したりする状態がKQ祭される〕。

7 ,8. The variation of features of r巴sin cysts i n cross sections of diff巴rent levels. 

Plate 4 

a , b , c , d and e in the Fig. 7 correspond with a' , b' , c' , d' and e' respectively. 

横断面の辿紅白リ)'，にて縦方向における形態の法化を示したもの (Fig.7 のみ b， c , d, e 

;土それぞれ Fig.8 の a' ， b' , c' , d' , e' に対応する)

9. Supposedly a rudimental resin cyst which was oridinated in an intercelllllar 

space. 

[反導管の細胞lliii't、に発生せる初期形態のもの

Fig. 10. Supposedly a rudimental resin cyst which was oridinated from a ray parenchyma. 

射出線細胞より分化せる発生初期形態のもの J

11. A cross section of Picea ρ0/ ita. The two resin canals in the middle are radially 

fllsed. 

れリモ三 (Picea ρo/ita CA1:H.)材の横断l射で放射フj向に接合した垂直樹脂蒋がみられる。

12. A tangential view of a resin cyst sllpposed to be originated from resin cells. 

発生のh;泌{が樹脂細胞iあるとおもわれるもの(触断面〕。

13. A tangential view of a resin cyst supposed to be originated from ray parenchyma 

cells. 

発生の起i肢が射出線細胞にあるとおもわれるもの(蝕断面九
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Yaichi KりBλYλSIII: Anatomical Studies on the Resin Cysts of the 

J apanese Abies W ood. 

Réswn邑

While inspecting the end grain of an Abies wood, the author found resin 

ducts, the distribution of which is just like that of the normaI ducts although 

the latter has been considered to be absent in the wood of this genus. The 

author studied on the distribution and anatomical structures of these tissues 

and presented some results as follows: 

a) Their appearance was sporadic. Their distribution was very irregular 

ancl were generally found in the summer wood, rarely in the spring wood or on 

the growth ring boundary. 

b) They were solitary or 2-3 tangentially succ己ssive ， and at times they 

formed a concentric lines just like usuaI tramuatic ducts. Epitheliwns were 

thick walled and often projected into the ducts. Namely, thεfeatures of these 
tissues were very similar to the r己sin ducts of the wood of genus Picea except 

their v鑽y short length (0.2-10.0 mm). The conspicuous shortness of the 

longitudinal length of these tissues is very characteristic, and owing to this 

respects, they may b� cal1ed “ resin cysts ," the definition of which was given 
by RECORD. 

c) These tissues were obr.erved to be originated in resin cel1s or wood 

rays and supposed to be causecl by injuries. 

d) 1n the radial sections they were often obserbed to b2 in longitudinal 

series, being separated with each other by wood rays. 111 the tangential sections 

they usual1y fonned long irregular shaped ducts with some constrictions at 

intervals (Fig. 6) , although short fusifonn shaped immature ones as shown in 

the Fi,6". 9 , 10 were rarely observec1. 

e) The above-mentioned tissues 、，vere the first ones detected by the author , 

which had never bεen done in Japal1, and the appearance of t!1ese tissues should be 

remembered in indentifying coniferous woods , as they are often just similer to 

the normal resin c�cts of genus Picea , when observ己d in the Ci"OSS section. 
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